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 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

 世界へのプレゼントになろう 

     
奉仕の理想車を走らせよう!! 
   Let’s drive your ideal car of the service!! 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

讃えることになります。 

 もう一つは、救済予定説です。 

 ピューリタンの考え方では、人々は神から救済されるかど

うかは、予め決まっており、信仰の深さには関係ないとしま

す。しかし、救済される人間は「神に救われる兆候」がある

と考えます。その兆候が現世における耐えざる努力なので

す。ピューリタンの人々は神の栄光を増すため、そして自

分が救済されるためにも正直かつ勤勉に労働しました。 

 自分の職業を天職と考え、他人や社会に貢献するため、

自分の仕事を正直かつ一生懸命にする。これが「神を讃

える」ことになり、ひいては自分の救済、つまり幸福にも繋

がるという考え方です。この考え方は、「神を讃える」という

部分を除けば、ロータリーの考え方に非常によく似ていま

す。 

 ポール・ハリスがロータリーを設立した当時のシカゴは、

商業道徳が欠如した街でした。人を騙してでも営利を貪る

輩があちこちでみられました。騙される方が悪いとの風潮

が漂った暗黒時代でした。そんな社会状況のなかで、ロー

タリーが親睦、相互扶助の目的から始まりました。その後、

他人や社会に貢献するという高潔な奉仕という概念がシェ

ルドンによって導入されました。シェルドンの奉仕の概念

は、宗教と関係ないと言われていますが、ロータリーの考

え方とピューリタンの考え方がよく似ていることより、多少は

何らかの影響を受けていたのではないでしょうか。そして、

当時のロータリアンがシェルドンの奉仕の考え方を十分に

受入れることができたのも、発足当時のロータリアンのほと

んどがピューリタンであったことも、その大きな要因であっ

たと思われます。 

 

 

 

 

開 催 日 

ク
ラ
ブ 

 

 

テ
ー
マ 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第２７４５例会） 

  平成２７年７月２３日(木）  

（中元会長） 

（中元会長） 

 ロータリークラブに

おいて、政治や宗教

的な活動はタブーと

なっています。ロー

タリアン同士の親睦

を大切にするため、

ロータリーは政治、

宗教を切り離しまし

た。このことにより、

ロータリーは、現在こ

れほどまで全世界に

発展しました。本日

は、このロータリーと

宗教について、お話しをしたいと思います。 

 ロータリーは宗教と全く関係ないわけではなく、設立初

期には、キリスト教のプロテスタント、カルバン派の影響を

受けていました。カルバン派はピューリタン、清教徒と呼

ばれ、その一部は祖国イギリスからの迫害をのがれ安住

の地を求めアメリカに渡りました。これらのピューリタンを

祖先にもつポール・ハリスや他の人々がアメリカ、シカゴで

ロータリーを設立し、発展させていったのでした。 

 ここで、ピューリタンの考え方の特徴を二つ述べます。 

 まず一つ目は天職という考え方です。天職は神が人間

に与えた任務という意味で、本屋、農業、医者など、世俗

の職業すべてを含みます。神が与えた任務ということで、

「世俗の職業はみんな神聖なものである」という考えかた

です。そして、それぞれの職業を勤勉に励むことが、神を

会長の時間  

点  鐘 

平成２７年７月３０日 第２７４６回 

・外部卓話：小賀 直樹 氏 

           「有間皇子と長屋王」  

・ソング：「四つのテスト」 

平成２７年８月６日 第２７４７回 

・会員卓話：中村 吉伸 君 

           「高血圧症」 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 
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（上野山（栄）幹事） 

１．他クラブ週報・田辺東RC    

       （後方掲示） 

２．例会変更  （後方掲示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（脇村例会運営委員） 

本日の会員数２５名 

 （出席規定免除会員９名） 

出席会員数１７名 

 （出席規定免除会員８名） 

        ７３．９２％ 

7/9        ９１．６７％ 

MU：なし 

 

 

 

 

 

 

（中村ＳＡＡ） 

中元君：本日のクラブ活性化

のためのアンケート調査、

よろしくお願いします。 

上野山（栄）君：本日、地味

なアンケートですが今後

のクラブ運営のため、よろ

しくお願いします。 

橋爪（誠）君：中元会長、嶋

田さん、親睦旅行の視

察、ご協力ありがとうござ

いました。 

松村君：今日は時間をかけて完食しました。 

川村君：アンケート、思い切り書かせて頂きます。 

児島君：脇村さん、ご迷惑かけました。何とか間に合いま

した。 

橋本君：クラブ活性化のアンケート、楽しみですね。 

井上君：大阪に住んでいる次女が今日夏休みで帰省し

ます。にぎやかになると思います。 

酒井君：すみませんが、本日所用ありまして早退させて

いただきます。 

中村君：今日も雨です。週末には台風も心配されます。

皆様、お気を付けて下さい。本日よりＢＧＭはハワイア

ンを流しています。 

 

 

 

 

 本日は卓話の時間を利用して、クラブ活性化戦略計画

委員会の事業である、アンケート調査を行いたいと思い

ます。 

 本アンケートは、１、会員満足度アンケート ２、クラブ活

力テスト  ３、ロータリーの魅力と未来のアンケート から

なります。クラブの現状を把握する大事なアンケートで

す。どうか皆様、アンケートへのご回答、よろしくお願い致

します。 

クラブ活性化のためのアンケート調査 

閉会・点鐘 （中元会長） 

 幹事報告  

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

 

 

 中元会長より、本日の

アンケート実施の説明が

ありました。 


